
2007.10 
１．ダイビングプロフィール（日本の近場を除く） 
下記の DATEはダイビング日数のみで飛行機、クルーズ船、ボート、車等の移動日及びジャングルツアーなどの現地国内旅行日を含んでいません。 

DATE POINT COUNTRY SPORTS TIME ACCESS TARGET、etc SEASON 評価 
(5～1) 

1985.05.03 ～ 05.06 西表島 日本 10～17 8本 那覇→石垣島 ﾖﾅﾗ水道のﾏﾝﾀ、仲の神島 
 

5～10月 ３ 

1985.08.20 ～ 08.23 パラオ諸島 
カープアイラン

ド 

パラオ 21～28 8本 名古屋→ｸﾞｧﾑ ﾌﾞﾙｰｺｰﾅｰ、海底洞窟。 
日本から最も近いお勧めのﾎﾟｲﾝﾄで 
日本人 DIVERの登龍門。 
ｶｰﾌﾟｱｲﾗﾝﾄﾞは日本人経営の無人島。 

2～6月 ４ 

1986.05.02 ～ 05.05 西表島 日本 37～44 8本 那覇→石垣島 ﾖﾅﾗ水道のﾏﾝﾀ、仲の神島 
 

5～10月 ３ 

1986.10.08 ～ 10.12 エルニド フィリピン 
パラワン島 

62～69 8本 ﾏﾆﾗ ﾃﾝﾉｯﾄ･ﾂｱｰｽﾞ(日本の会社)が作ったﾘ
ｿﾞｰﾄ。鳥羽水族館のｼﾞｭｺﾞﾝの捕獲地。

3～5月 ２ 

1987.09.14 ～ 09.21 メナド インドネシア 
スラウェシ島 

95～108 14本 ﾊﾞﾘ→ｳｼﾞｭﾝﾊﾟﾝ
ﾀﾞﾝ 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ No.1の海 
 

4～9月 ４ 

1987.10.21 ～ 10.24 クルンバ島 モルジブ 109～116 8本 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ→ﾏｰﾚ ﾏｰﾚからもっとも近い島 
 

11～4月 ３ 

1988.01.03 ～ 01.05 グレートバリア
リーフ 

東オーストラリア 117～128 12本 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ→ｼﾄﾞ
ﾆｰ→ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽ

ﾄ→ｹｱﾝｽﾞ 

世界最長のサンゴ礁(IN ﾘｰﾌは破壊さ
れている) 
IN ﾘｰﾌのﾀﾞｲﾌﾞｸﾙｰｽﾞ 

6～8月 IN ﾘｰ
ﾌは２ 

バンダネイラ島 インドネシア 
バンダﾞ諸島 

129～136 8本 ﾊﾞﾘ→ｳｼﾞｭﾝﾊﾟﾝ
ﾀﾞﾝ→ｱﾝﾎﾞﾝ 

 5～9月 ４ 1988.04.30 ～ 05.03 

8000ｍのﾄﾞﾛｯﾌﾟｵﾌがある絶海の孤島。 
「進化論」の影の執筆者ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ･ﾗｯｾﾙ･ｳｫｰﾚｽ(ﾊﾞﾘ島とﾛﾝﾎﾞｸ島の間に生物境界線を引いた人)が書いた「ﾏﾚｰ半島」で世界一と評価され
た海。 
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱから軍艦 3隻と軍人約 1000人が同行した日本の｢ﾊﾞﾙｰﾅ探検隊｣（日本人ダイバーが企画した表向きはｲﾝﾄﾞﾈｼｱ海洋資源調査、 
本音は世界一の海を探す探検）の最終目的地。ｽｶﾙﾉ元大統領の避暑地で、ｽﾍﾟｲﾝ統治下時代の城と建物が残っている。 
小笠原諸島 日本 141～153 13本 東京(晴海港)  １年中 ４ 1988.08.14 ～ 08.20 
日本一の海。元旦が海開き。 
ﾏｸﾞﾛ穴のｲｿﾏｸﾞﾛ、ｻﾒ穴のｻﾝﾄﾞﾀｲｶﾞｰｼｬｰｸ(ｼﾛﾜﾆ)。 
小笠原丸の運行は８８年は 5日間と 11日間の 2 ﾊﾟﾀｰﾝしかなかったが、現在は多数あり。 
元米国領土のため英語では Bonin Islandsと云い OGASAWARAでは通じない。 

1988.09.16 ～ 09.18 サイパン島 北マリアナ連邦 154～159 6本 ｸﾞｧﾑ ｸﾞﾛｯﾄ（水中ﾄﾝﾈﾙ）、魚影は少ない。 
ｼｮｯﾌﾟに紹介した友人２人の保護者と

して付き合いのため止む無く参加。 

6～9月 １ 

1989.08.08 ～ 08.12 メナド インドネシア 
スラウェシ島 

164～174 11本 ﾊﾞﾘ→ｳｼﾞｭﾝﾊﾟﾝ
ﾀﾞﾝ 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ No.1の海 4～9月 ４ 



1989.08.15 ～ 08.17 フローレス島 インドネシア 175～179 5本 ﾊﾞﾘ ﾎﾟｲﾝﾄまで１～２時間で遠い 
 

4～9月 ２ 

ヌサテンガラ諸

島 
(ﾀﾞｲﾌﾞｸﾙｰｽﾞ： 
EXPLORER) 

インドネシア 180～189 10本 ﾊﾞﾘ→ｸﾊﾟﾝ  4～9月 ３ 1990.05.01 ～ 05.04 

ﾁﾓｰﾙ島、ｺﾓﾄﾞ島、ﾌﾛｰﾚｽ島、ｽﾝﾊﾞﾜ島を回る６日間のﾀﾞｲﾌﾞｸﾙｰｽﾞ。 
初めての外国人として上陸したｽﾝﾊﾞﾜ島辺境の村、ｺﾓﾄﾞ島のｺﾓﾄﾞﾄﾞﾗｺﾞﾝ、西ﾁﾓｰﾙなど陸の観光が面白い。 

1990.08.06 ～ 08.09 ビアク島 
(ﾀﾞｲﾌﾞｸﾙｰｽﾞ： 
TROPICAL 
PRINCESS) 

インドネシア 
ニューギニア島 

190～201 12本 ﾊﾞﾘ→ｳｼﾞｭﾝﾊﾟﾝ
ﾀﾞﾝ→ﾋﾞｱｸ 

５日間のﾀﾞｲﾌﾞｸﾙｰｽﾞ 
ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ後、ﾆｭｰｷﾞﾆｱ島奥地西ﾊﾟﾌﾟｱ

(旧ｲﾘｱﾝｼﾞｬﾔ)のﾜﾒﾅへ入る 

6～10月 ３ 

バンダネイラ島 インドネシア 
バンダﾞ諸島 

202～212 11本 ﾊﾞﾘ→ｳｼﾞｭﾝﾊﾟﾝ
ﾀﾞﾝ→ｱﾝﾎﾞﾝ 

 5～9月 ４ 1991.04.29 ～ 05.03 

8000ｍのﾄﾞﾛｯﾌﾟｵﾌがある絶海の孤島。 
「進化論」の影の執筆者ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ･ﾗｯｾﾙ･ｳｫｰﾚｽ(ﾊﾞﾘ島とﾛﾝﾎﾞｸ島の間に生物境界線を引いた人)が書いた「ﾏﾚｰ半島」で世界一と評価され
た海。 
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱから軍艦 3隻と軍人約 1000人が同行した日本の｢ﾊﾞﾙｰﾅ探検隊｣（日本人ダイバーが企画した表向きはｲﾝﾄﾞﾈｼｱ海洋資源調査、 
本音は世界一の海を探す探検）の最終目的地。 
ｽｶﾙﾉ元大統領の避暑地で、ｽﾍﾟｲﾝ統治下時代の城と建物が残っている。 

1991.08.11 ～ 08.17 ケイマンブラッ
ク島 

ケイマン諸島 
カリブ海英国領 

213～230 18本 ﾏｲｱﾐ→ｸﾞﾗﾝﾄﾞｹ
ｲﾏﾝ 

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ(ｽﾎﾟﾝｼﾞ)は多いがﾊｰﾄﾞｺｰﾗﾙ(ｻﾝ
ｺﾞ類)は破壊されている。 
大西洋の魚は太平洋に比べて大人し

い。ﾘﾄｩﾙｹｲﾏﾝ島もﾀﾞｲﾌﾞ可。 

4～9月 ３ 

1992.08.11 ～ 08.18 シパダン島 マレーシア 
ボルネオ島 

240～261 22本 ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ→ｺﾀ
ｷﾅﾊﾞﾙ→ﾀﾜｳ→ｾ

ﾝﾎﾟﾙﾅ 

当時は世界一の海。2005 年から入島
禁止。別名ﾀｰﾄﾙｱｲﾗﾝﾄﾞと言われている

無人島。 

4～6月 ５ 

1993.05.06 ～ 05.13 シパダン島 マレーシア 
ボルネオ島 

262～285 24本 ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ→ｺﾀ
ｷﾅﾊﾞﾙ→ﾀﾜｳ→ｾ

ﾝﾎﾟﾙﾅ 

当時は世界一の海。2005 年から入島
禁止。別名ﾀｰﾄﾙｱｲﾗﾝﾄﾞと言われている

無人島。 

4～6月 ５ 

1993.08.08 ～ 08.18 ラヤンラヤン島 マレーシア 
ボルネオ島 

286～316 31本 ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ→ｺﾀ
ｷﾅﾊﾞﾙ 

海軍のﾏﾚｰｼｱ北限最重要軍事基地。 
世界で初めての水中映像のため、ﾏﾊﾃ

ｨｰﾙ首相の要望によりﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄした。 
詳細は別紙の紀行文を参照。 

4～10月 ４ 

1994.04.30 ～ 05.04 エクスマス 西オーストラリア

ニンガルーリーフ

317～324 8本 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ→ﾊﾟｰ
ｽ 

ｼﾞﾝﾍﾞｴｻﾞﾒ。原則はｼｭﾉｰｹﾙのためﾉﾝﾀﾞ

ｲﾊﾞｰの参加も可能。 
現在、ｼﾞﾝﾍﾞｴｻﾞﾒは保護されているた

め、ｽｸｰﾊﾞは禁止されている。 

3～5月 
限定 

５ 

1994.08.10 ～ 08.14 クリスマス島 キリバス 325～339 15本 ﾎﾉﾙﾙ 魚影は少ない 
 

6～9月 ２ 



1996.08.11 ～ 08.17 ラパス メキシコ 
バハカリフォルニ

ア半島 

340～349 10本 ｱﾒﾘｶ→ﾒｷｼｺｼﾃｨ ﾊﾝﾏｰﾍｯﾄﾞ 
ｺﾙﾃｽ海は魚影は濃いが透明度は悪い。

時期を選ぶとｼﾛﾅｶﾞｽｸｼﾞﾗが見れる。 

8～10月 
ベストは 
10月 

３ 

与那国島 日本 350～364 15本 那覇  1～4月 ３ 1998.05.03 ～ 05.09 
目的は古代海底遺跡（と思われる岩の）調査。夏場は南風が強いため入れない。 
ここのﾊﾝﾏｰﾍｯﾄﾞは水温が 25度以上になると現れない。 
ｸﾞﾗﾊﾑ・ﾊﾝｺｯｸが世界の遺跡との関連を調査中。 
本当の目的はﾐｯﾄﾞｳｪｲのためのﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗと NEW ｽｰﾂの水中ﾃｽﾄ。 
ミッドウェイ諸

島 
アメリカ 
ハワイ諸島 

365～384 20本 ﾎﾉﾙﾙ ｾﾞﾛ戦と空母の捜索。 5～10月 ４ 1998.08.06 ～ 08.15 

米国海軍戦闘機ｺﾙｾｱが 35ｍに沈んでいる。ｺｱﾎｳﾄﾞﾘの世界的繁殖地。絶滅危惧種ﾓﾝｸｼｰﾙｱｻﾞﾗｼが棲息。 
隣接するｲｰｽﾀﾝ島はﾋﾁｺｯｸ映画「鳥」の撮影地。 
2002年 1月に島を統括していた会社(MIDWAY PHENIX CO.)が全面撤退したため、現在入島できません。 
詳細は別紙の紀行文を参照。 

アゾレス諸島 
ピコ島 

ポルトガル領 
北大西洋ド真ん中

0本 ﾛﾝﾄﾞﾝ、ﾊﾟﾘ→ 
ﾘｽﾎﾞﾝ→ｻﾝ･ﾐｹﾞ

ﾙ島→ﾌｧｲｱﾙ島 

ﾏｯｺｳｸｼﾞﾗ。 7月下旬 ５ 1999.07.25 ～ 07.30 

水中撮影は政府許可必要。(交渉に１年必要) 但し、SCUBA使用不可。（ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ政府が未許可） 
炎天下の大海原を６日間１０時から１６時までｿﾞﾃﾞｨｱｯｸでﾏｯｺｳｸｼﾞﾗの潮吹を探す。詳細は別紙の紀行文を参照。 

ココ島 
(ﾀﾞｲﾌﾞｸﾙｰｽﾞ： 
SEA 
HUNTER) 

コスタリカ 385～405 21本 ｱﾒﾘｶ→ｻﾝﾎｾ→
ﾌﾟﾝﾀﾚﾝﾅｽ港 

ﾊﾝﾏｰﾍｯﾄﾞ千匹。 
 

6～11 月
の雨期。 
ベストは

8月 

５ 2000.08.16 ～ 08.22 

現在、世界一の海。片道３２時間、１１日間のﾀﾞｲﾌﾞｸﾙｰｽﾞ。往復の移動は外洋が荒れる。船は SEA HUNTERがお薦め。 
雨期は乾期(12～5月)に比べると魚影が 10倍になるが、水中は暗いため撮影が難しい。ｶﾚﾝﾄが非常に強いので上級者用ﾎﾟｲﾝﾄ。 
映画｢ｼﾞｭﾗｼｯｸ･ﾊﾟｰｸ｣のﾓﾃﾞﾙになった島。その昔、海賊が財宝を隠したと云われた伝説の島『宝島』で有名になった。 
陸の目的はﾓﾝﾃﾍﾞﾙﾃﾞ雲霧林の世界一美しいと云われている鳥『ｹﾂｧｰﾙ』、ｶﾆｭ・ﾈｸﾞﾛの世界一美しいと云われているﾄｶｹﾞ『ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞｼﾘｽｸ』、

ﾌﾟﾗﾔ・ｵｽﾃｨｵﾅﾙのﾋﾒｳﾐｶﾞﾒ数十万頭が現れる現象『ｱﾘﾊﾞﾀﾞ』。詳細は別紙の紀行文を参照。 
シパダン島 マレーシア 

ボルネオ島 
408～435 28本 ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ→ｺﾀ

ｷﾅﾊﾞﾙ→ﾀﾜｳ→ｾ

ﾝﾎﾟﾙﾅ 

 4～6月 
最近は 
3～5 月と
も云われ

ている 

３ 2001.08.06 ～ 08.14 

97～98年のｴﾙﾆｰﾆｮ現象、2000年からのﾏﾚｰｼｱ政府による入島制限及び 2000年 4月 23日ﾌｨﾘﾋﾟﾝ反政府軍(ｲｽﾗﾑ原理主義ｱﾌﾞ・ｻﾔﾌ)によ
る拉致事件等の海の変化を調査。今回が３回目で９年前との違いは大物系等魚影が大幅に減少した。2005年から入島禁止。 
詳細は別紙の紀行文を参照。 



ガラパゴス諸島

(ﾀﾞｲﾌﾞｸﾙｰｽﾞ： 
SKY 
DANCER) 

エクアドル 436～462 27本 ｱﾒﾘｶ→ｷﾄ→ﾊﾞﾙ
ﾄﾗ島 

海ｲｸﾞｱﾅ、ｿﾞｳｶﾞﾒ、ﾍﾟﾝｷﾞﾝ、ｱｼｶ、ﾊﾝﾏ

ｰﾍｯﾄﾞ etc 
6～10 月
の乾期。 
ベストは

9月 

５ 2002.12.29 ～ 
2003.01.07 

ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｸﾙｰｽﾞ船 SKY・DANCERで１０日間、最北端のﾀﾞｰｳｨﾝ島、ｳﾙﾌ島まで足を伸ばし約 1,100kmを移動しました。 
海ｲｸﾞｱﾅ、ｿﾞｳｶﾞﾒ、ﾍﾟﾝｷﾞﾝ、ｱｼｶ、ﾊﾝﾏｰﾍｯﾄﾞの大群などが見れた。今回は雨季でﾍﾞｽﾄｼｰｽﾞﾝではなかったが、水温は約 26度で船の移動も
快適でした。ﾍﾞｽﾄｼｰｽﾞﾝはｼﾞﾝﾍﾞｲ、ﾏﾝﾀ、ｸｼﾞﾗなどを見れる確立が高いですが、水温は 18～20度で夜間の船の移動は非常に揺れるそう
です。通常、ｸﾙｰｽﾞは１１日目が最終日ですが、今回はダイビング終了後の１０日目にｻﾝﾀ・ｸﾙｽ島へ寄港したので途中で下船し、ｶﾞﾗﾊﾟ

ｺﾞｽ諸島最大の町ﾌﾟｴﾙﾄ・ｱﾖﾗで３泊しました。今回の出港と帰港はﾊﾞﾙﾄﾗ島でしたが、海況によりｻﾝ･ｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ島になる場合もあります。 
詳細は別紙の紀行文を参照。 
小笠原諸島 日本 28本 東京(竹芝桟橋)  1年中 ４ 2004.08.08 ～ 08.16 
今回は２回目で１回目は１６年前の１９８８年。 
第１の目的はﾘﾌﾞﾘｰｻﾞｰの本格的なﾄﾚｰﾆﾝｸﾞで、２００３年８月にﾗｲｾﾝｽを取得後２回目のﾌｧﾝﾀﾞｲﾌﾞでした。 
第２の目的は１６年前の１ﾀﾞｲﾌﾞ目に水没したﾋﾞﾃﾞｵのﾘﾍﾞﾝｼﾞでした。 
地球規模の天候異変で今年８月の小笠原の海は波高が高く、ケータへは１回も行けませんでした。母島もﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞをしたかったのです

が、父島と母島の海面使用権問題で父島から母島へダイビングに行けませんでした。ｹｰﾀと母島には行けませんでしたが、近場の海で

ﾊﾝﾏｰﾍｯﾄﾞ、ﾏﾝﾀ、ｲｿﾏｸﾞﾛ、ｶﾝﾊﾟﾁ、ﾈﾑﾘﾌﾞｶ、ｶﾒ等の大物が出て、さすが日本一の海と感嘆しました。 
今回、ｸｼﾞﾗには遭遇できませんでしたが、時期を選べばｻﾞﾄｳｸｼﾞﾗ、ﾏｯｺｳｸｼﾞﾗも見れるそうで、小笠原は海洋哺乳類でも日本一の海と思

います。透視度平均３０ｍ、水温２７～２８度。詳細は別紙の紀行文を参照。 
ソコロ諸島 
(ﾀﾞｲﾌﾞｸﾙｰｽﾞ： 
SOLMAR-Ⅴ) 

メキシコ 502～520 19本 ｱﾒﾘｶ→ｶﾎﾞ･ｻﾝ･
ﾙｰｶｽ 

ジャイアントマンタ 11 月～5
月 

4 2005.12.28 ～ 
2006.01.01 

ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｸﾙｰｽﾞ船 SOLMER-Ⅴに乗りｶﾘﾌｫﾙﾆｱ半島先端の町、ｶﾎﾞ・ｻﾝ・ﾙｰｶｽから片道約２２時間、約４６０ｋｍ南に位置しているｻﾝ 
・ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ島、ｿｺﾛ諸島をﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞした（９日間のﾀﾞｲﾌﾞｸﾙｰｽﾞ）。移動時の海は穏やかでｸﾙｰｽﾞは非常に快適でした。 
ﾏﾝﾀの天国で特にｼﾞｬｲｱﾝﾄﾏﾝﾀが手の届く距離まで接近して来る。ﾏﾝﾀ以外に魚影はかなり濃いですが、ﾏﾝﾀ優先でｶﾞｲﾄﾞするため、ｶﾞｲﾄﾞ

から離れて行動するといろいろ見れます。ﾏﾝﾀ以外にﾊﾝﾏｰﾍｯﾄﾞ、ﾊｼﾅｶﾞｲﾙｶ、ｶﾞﾗﾊﾟｺﾞｽｼｬｰｸ、ﾈﾑﾘﾌﾞｶ、ｱｶｴｲ、五色ｴﾋﾞ、ﾊﾘｾﾝﾎﾞﾝ、ﾄﾞｸｳﾂﾎﾞ、

ｱｶﾋﾒｼﾞ、ﾏﾀﾞﾗﾊﾀ、ﾍﾞﾗの他、大群ではｷﾞﾝｶﾞﾒｱｼﾞ、ｶｽﾐｱｼﾞ、ﾖｽｼﾞﾌｴﾀﾞｲ、ﾅﾝｮｳｶｲﾜﾘ、ﾊｷﾞ、ｲｻｷ、ﾌｴﾀﾞｲ等が見れ、また船上からｻﾞﾄｳｸｼﾞﾗ

も見れました。詳細は別紙の紀行文を参照。 
合計   TOTAL 

531本 
428
本 
海外 356本 
日本  72本 

(日本の近場 103本) 
 

  

 
 
 
 
 
 
 



 
２．ライセンス 
 オープンウォーター・ダイバー認定      １９８４年９月１６日 
 マスタースクーバ・ダイバー認定       １９８６年７月１日 
 ダイブマスター認定            １９８７年６月１６日（ＰＡＤＩ No. Ｄ－８０１４９３） 
エンリッチド・エアー・ダイバー認定    ２００１年７月２１日（酸素分圧２２％～４０％までのダイビング、通称はナイトロックス） 
リブリーザー・ダイバー認定        ２００３年８月１２日（ＴＤＩ ＪＡＰＡＮで取得。 

２００７年６月現在、ＰＡＤＩ ＪＡＰＡＮでは英語マニュアルによる 
英語コースのみで日本語コースは無い。） 

【リブリーザー（ＲＥＢＲＥＡＴＨＥＲ）とはダイバーの排出したガスをもう１度再利用して呼吸する循環型装置。 

 再利用の際、ダイバーが排出した二酸化炭素をソーダライム（水酸化ナトリウム、水酸化カルシューム等で精製された固形物）で吸収し、酸素濃度 

 の高いガス(ナイトロックス)で不足分の酸素を加える事によりダイバーに充分な酸素を供給します。排出したガスを再利用するので、タンクは小さ 

 く口元から泡がほとんど出ないので、魚をかなり近くで観察する事ができます。 

 
３．撮影 
【撮影機材】 
 ・１９８５年パラオよりソニー「ハンディカム」でビデオ撮影を開始。 
 ・１９８８年サイパンからソニー「Ｖ９００」を使用。 
 ・１９９３年シパダンからソニー３ＣＣＤ「ＶＸ－１」を使用。 
 ・１９９８年与那国島からソニー３ＣＣＤ「ＶＸ－１０００」（ディジタルカメラ）を使用。 
 ・１９９９年アゾレス諸島のマッコウクジラから「ＶＸ－１０００」２台を水中、水面で使用。 
       ハウジングは水中用がＳｅａ＆ＳｅａのＶＸ－１０００ＰＲＯ、水面用が特注スポーツパック。 
・ ２００１年シパダンよりビデオライト２灯を赤色灯の Sea＆Sea CL8050から白色灯(太陽光と同じ)の SUNREY S－PRO(米国製)へ変更。 

 
【編集方法】 
 ・通常、６０分テープを約１０本撮影 ⇒ 秒単位でカット毎に５段階評価分析 ⇒ シナリオ作成 ⇒ シナリオと魚の種類に合わせて曲を探す 
  （主に海外のリラクゼーション系を使用） ⇒ ディジタルビデオデッキにてテープ編集（画質はオリジナルと同じ） ⇒ アフレコ 
 ・作成期間は約３～４ヶ月 
 
 



 
【作品の目的】 
 ・『アルファー波』を出すのが目的で、今はやりの言葉で云えば『癒し系』。 
・ ナレーションは２回以上観るとセリフを覚えて飽きるため入れません。 
 ・教育用でないため、本編には生物名称は入れません。（最後の付録に入れる場合はあります） 
・ 旅行会社が使用すれば宣伝用ビデオになります。 

 
【主なテープ配付先】 
・ NHK旧番組『地球ふしぎ大自然』制作統括ディレクター、各国大使館、現地と日本のダイビングショップ、旅行会社等。 
                                                                                             浜谷 優 


